
一　般　会　計

（０２）総　務　費

17年度 16年度

予算額 予算額

合併に伴い、各市町村が発行していた広報紙を「広報

とやま」に一本化し、それに伴い増加した行政情報を

掲載するために発行平均ページ数を10ぺージから14

広報とやま発行事業 ぺージに増ページする。 62,650 63,164 広 報 課

　　発行日　　毎月５日と２０日

　　発行部数　160,000部

異なる価値観や文化を認め合う国際感覚の醸成や地域

の活性化のため、（財）とやま国際センターが設置す

ＴＩＣ日本語学校 る日本語教育機関の運営経費を助成する。

運 営 補 助 事 業 　①設置主体　　（財）とやま国際センター(略称：ＴＩＣ） 20,000 20,000 文 化 国 際 課

　②設置場所　　富山市五福3960(旧 富山県青年の家）

　③学生定員　　６０名

富山県とブラジルのサンパウロ州との友好提携２０周

（ 新 規 事 業 ） 年及びブラジル富山県人会の設立４５周年を記念した

富 山 県 南 米 親 善 富山県南米親善訪問団派遣に伴い、富山市の姉妹都市

訪 問 団 であるモジ・ダス・クルーゼス市を訪問する。 3,198 文 化 国 際 課

　①派遣先　　   ブラジル・アルゼンチン

　②派遣時期　  平成17年１０月中旬の約２週間の予定

　③派遣人数　　富山市２名

地域間交流活動助成

平成5年5月山田村は、大阪府交野市・兵庫県五色町とト 山 田

交流活動推進事業 ライアングルでの友好都市提携を結び、交流してきた。 3,046 2,732 総 務 振 興 課

都市、海、山それぞれの特色を生かし、スポーツや

文化、産業など幅広い地域間交流を続けるもの。

電算システム統合 市町村合併に伴う電算システム統合事業（１６年度、

事 業 １７年度の２ヵ年事業）の２年目分（債務負担行為） 1,180,000 2,015,468 情 報 統 計 課

　

（ 新 規 事 業 ） 新市の誕生を市内外にアピールするとともに、市民の

富山市誕生記念式典 一体感の醸成を図るために、富山市誕生記念式典を 13,000 企 画 調 整 課

事 業 開催する。

自然災害に限らず、感染症の発生やテロなど、危機の

（ 新 規 事 業 ） 種別や事象ごとに的確に対応するため、マニュアル

危機管理対策事業 整備や実践的な研修・訓練を行うなど、様々な危機 14,000 企 画 調 整 課

事象に適時・的確に対応できる危機管理体制の整備を

推進する。

平成17年度当初予算（案）主要事業説明

所　管概　　　　　　　　　　　　要

（単位：千円）

事　業　名



17年度 16年度

予算額 予算額
所　管概　　　　　　　　　　　　要

（単位：千円）

事　業　名

（ 新 規 事 業 ） 市政の円滑な運営を図るとともに、地域の実情に

特別参与会議事業 応じた施策を推進するため、特別参与を置く。 1,100 企 画 調 整 課

合併に際して、それぞれの地域の住民の意見を、新市

（ 新 規 事 業 ） の施策に反映するために、旧６町村の区域ごとに、

地域審議会運営事業 地域審議会を設置する。 5,616 地 域 政 策 課

　　設置期間：平成１７年４月１日から１０年

合併により誕生する「富山市」の目指す都市像やまち

づくりの目標等、新市のまちづくりの基本方針となる

「総合計画」を新たに策定する。

（ 新 規 事 業 ） ・総合計画審議会の設置

・政策アドバイザーの委嘱 14,725 企 画 調 整 課

新総合計画策定事業 ・地域別ワークショップの開催

・テーマ別市民集会の開催

・市民意識調査の実施

・市民提案の募集

・庁内組織の設置    

大山の貴重な財産であり、特色でもある「森林」すな

わち「木」を活かしたまちづくりを推進するため、木

「木」と出会える 造建築や木材加工品などを整備していく。 大 山

ま ち づ く り 事 業 また、立山山麓をモデル地域として拠点づくりを行い 28,707 15,234 総 務 振 興 課

豊かな自然を通して「自然との共生」をテーマに様々

な情報を発信していく。

・芸術文化ホールでは、バイエルン放送交響楽団＆五

　嶋みどり演奏会、ステージ・オン・ステージで上演

　する演劇「その河をこえて、五月」、ベルリン国立

　バレエ団「ラ・バヤデール」公演、市民が参加する

　サマーフェスティバルなど、大人から子どもまで幅

市民文化振興事業 　広く親しめる作品を提供し、優れた芸術に触れる機 210,000 226,000 文 化 国 際 課

　会の充実に努める。

・桐朋オーケストラ・アカデミーによる室内楽や大編

　成によるオーケストラの演奏会をはじめ、保育所・

　幼稚園への出向演奏会等を実施する。

・芸術文化活動を行う人材の育成を行う。



17年度 16年度

予算額 予算額
所　管概　　　　　　　　　　　　要

（単位：千円）

事　業　名

・人材育成事業（後継者及び新たな人材の育成）

八 尾

文 化 振 興 事 業 11,000 11,350 総 務 振 興 課

・発信交流事業

・大学院大学の教育研究活動費に対する助成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000千円

桐 朋 学 園 富 山 　　　助成期間：平成11～20年度 165,457 162,457 文 化 国 際 課

キャンパス推進事業 　　　助成総額：550,000千円（債務負担行為）

・オーケストラ・アカデミーの運営費に対する助成

　　　　　　　　　　　　　　　　　 115,457千円

（ 新 規 事 業 ） コンピュータ室への入退室を指紋認証で管理するシス

セ キ ュ リ テ ィ テムを導入し、情報資産の流出、盗難等の対策を講じ 343 情 報 統 計 課

システム整備事業 る。

総合行政センターや新地区センターにテレビ電話を

窓口サービス支援 設置し、市民からの相談や問い合わせなどに活用

事 業 する。（本庁と接続） 4,070 3,647 情 報 統 計 課

（ テ レ ビ 電 話 ） 設置箇所数　３７

（参考）現富山市設置済箇所・本庁等１３、地区センター等５０

国勢調査を実施するための経費

（参考）国勢調査は、日本国内の人口、世帯、就業者

からみた産業構造などの状況を地域別に明らかにする

国 勢 調 査 費 統計を得るために行われる国の最も基本的な統計調 189,415 情 報 統 計 課

査。５年ごとに行われ、平成17年に行われる調査は

18回目。

　

公共工事等の入札執行、入札結果の通知などをインタ

ーネット上で行う電子入札システムの開発を進める。

電子入札システム 平成16年度  実施設計（第Ⅰ期）

開 発 事 業 平成17年度  実施設計（第Ⅱ期）、システム開発 44,473 3,085 契 約 課
平成18年度　一部運用開始（工事・建設コンサルタン
ト）
平成19年度  全面運用（工事・建設コンサルタント）

平成20年度  全面運用（物品・業務委託）

地域の文化団体及び地域の子ども達の文化活動の活性
化に寄与するシンポジウム等の開催

　平成１６年度に認定を受けた地域再生計画の支援措
置を活用した文化芸術による創造のまち支援事業の継
続実施

　八尾地域の中心市街地や中山間地域の空家等をアト
リエ等に活用して地域住民や商店街、地域の子供達が
参加するワークショップや交流指導を行いながらＪＲ
越中八尾駅等の公共施設等を会場に新たなアート展を
開催する。



17年度 16年度

予算額 予算額
所　管概　　　　　　　　　　　　要

（単位：千円）

事　業　名

平成１８年度評価替えにむけ、適正かつ公平な土地

評価額の決定を図る。

〔３年サイクル（Ｈ１５～Ｈ１７）第３年度〕

土 地 評 価 事 務 （１）新設路線価格の算定業務 17,688 132,428 資 産 税 課

（２）従前路線価格との均衡化検証業務

（３）平成17年7月1日現在の価格による時点修正業務

（４）公開用資料の作成業務

全国的に地価の下落が進行する中で、平成１８年基

準年度の価格基準日（平成１７年１月１日）以降に

土 地 評 価 時 点 おいて地価が下落している場合に、基準年度の価格

修 正 事 務 を修正できることとなっている。このことから、本 9,077 8,167 資 産 税 課

市においても、地価の下落状況を的確に把握し、適

正・公正な評価額の算出につとめるため、土地鑑定

評価を実施する。

地番図・家屋図のデータ整備・修正を行い、固定資

固定資産地図情報 産税賦課・評価事務の効率化を図る。

システム保守事業 　　・地番図の分・合筆異動データの修正 23,801 24,155 資 産 税 課

　　・平成１７年度新増築家屋図作成

　　・下タ地区整備（大沢野）

市町村合併により、平成１８年１月１日現在の新市

（ 新 規 事 業 ） 域の公図を統一して整備するとともに、公図検索シ

公 図 検 索 ・ 閲 覧 ステムを導入し、平成１８年度４月から、本庁・各 14,443 資 産 税 課

システム整備事業 行政センターにおいて、新市域全体の公図の閲覧を

可能にする。

地区センターの配置 各地域に地区センターを配置（72地区）し、 759,491 757,077 市 民 生 活

事 業 行政サービスの提供や地域活動の支援を行う。 相 談 課

主要な道路・河川等で町界を定め、住居番号を付け、

広田地区（校下） 「わかりやすい」「たずねやすい」住居の表示を行う。 市 民 生 活

住居表示整備事業 ・実施面積　　２３．６ha 3,442 5,160 相 談 課

・世帯数　　　２４２世帯

・人　口　　　７１９人



17年度 16年度

予算額 予算額
所　管概　　　　　　　　　　　　要

（単位：千円）

事　業　名

戸籍のコンピュータ化により、市民サービスの向上に

努める。

全体計画

　　平成　　　9年度　 ・システム開発着手

　　　　 10～11年度　 ・システム設計

戸 籍 事 務 電 算 化 　　　　　　　　　　　・戸籍、附票電算入力作業 30,000 6,360 市 民 課

推 進 事 業 　　　　　　　　　 　 ・戸籍、附票システム稼動

             12年度   ・平成改製原戸籍の訂正作業

             13年度 　・平成改製原戸籍等電算

　　　　　　　　　　　　入力作業

　　　　　　　　　　　・除籍システム一部稼動

　　　　 14～18年度 　・除籍、昭和改製原戸籍等

　　　　　　　　　　　　電算化準備作業

　　　　　　　　　　　・戸籍全システム稼動

市民にとってより利用しやすい窓口とするため、１階

（ 新 規 事 業 ） 窓口の配置等を見直す。

窓口事務改善事業 　・市民課窓口のローカウンターへの変更 14,500 市 民 課

　・窓口受付券発行機の設置

　・窓口表示・サインの見直し等

富山県内で市町村の行政区域の枠を越えて戸籍等の証

明書の発行を行う広域的な窓口サービスを実施し、住

と や ま 広 域 窓 口 民サービスの向上を図る。

サ ー ビ ス 事 業 　・開始期日　　　平成15年11月27日 5,474 5,719 市 民 課

　・取扱業務　　　戸籍証明書（除籍は除く）、

　　　　　　　　　戸籍附票の写し、住民票の写し、

　　　　　　　　　身分証明書、印鑑登録証明書

　富山市内の犯罪認知件数が増加している状況から、

防犯体制の整備を図るとともに、防犯意識の啓発と

安全なまちづくり 地域防犯活動の充実に努める。 6,560 5,501 生 活 安 全

推 進 事 業 ・自主防犯組織団体への支援 交 通 課

・安全なまちづくりに関する懇話会の開催  等

住民票の写しなどの諸証明の交付を行う市民サービス

コーナー、生涯学習活動などの場所の提供を行う市民

とやま市民交流館 学習コーナー、国際交流活動を推進する国際交流セン 68,900 74,933 と や ま 市 民

管 理 運 営 事 務 費 ター、図書の貸出し等を行う図書サービスコーナーを 交 流 館

配置し、平日の17：15以降や土・日曜日及び祝日にも

業務を行い、市民サービスの向上を図る。

平成1７年４月１日合併に伴う富山市長選挙の執行。

市 長 選 挙 告示日　　　平成１７年４月１７日 118,160 10,222

執行日　　　平成１７年４月２４日 (12月補正)

選 挙 管 理
委員会事務局



17年度 16年度

予算額 予算額
所　管概　　　　　　　　　　　　要

（単位：千円）

事　業　名

平成１７年４月１日合併に伴う富山市議会議員選挙の

執行。

市 議 会 議 員 選 挙 定　　　数　　　４８人 141,534 6,770

告示日　　　平成１７年４月１７日 (12月補正)

執行日　　　平成１７年４月２４日

合併特例の期間満了に伴う富山市農業委員会委員選挙

の執行。

定　　　数　　　４０人

農業委員会委員選挙 執行予定日　　　未　　定 19,283

告示予定日　　　未　　定

選 挙 管 理
委員会事務局

選 挙 管 理
委員会事務局


